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学校におけるいじめ問題は、

自ら命を絶つものもいること

から早急に解決しなければなら

ない。

いじめは加害者、被害者だけ

ではなく傍観者、仲裁者、相談

者など、それぞれ役割がある

集団的現象である。
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【研究の背景】

学級集団がいじめを容認する態度や価値を
広く共有しているか否かが、いじめ加害に大き
な影響を及ぼしている。

いじめを容認する態度は、他のいじめに関わる心理社会的要因
の状況に関わらず独立に影響するのか、他の要因の状況によっ
て影響されるのか不明である。



いじめを容認する態度に着目していじめ役割行動との関連を明らかにす
る。

いじめ加害行動に対するいじめを容認する態度と他のいじめに関わる心
理社会的要因との交互作用項との関連性を検討し、いじめ加害行動を
調整する要因をより詳しく明らかにする。

【研究の目的】

いじめを容認する態度 いじめ加害者役割行動

いじめに関わる
心理社会的要因



【研究方法】

【対象】

東京都の中学校、高等学校に在籍する生徒1585名（男子815名、
女子770名）を対象に無記名自記式の質問紙調査を行い、欠損値の
ない1275名80.4%を分析対象とした。

【時期】

2014年2月から2014年4月にかけて実施した。

【倫理的配慮】

教職員や調査協力者に調査の目的を文書で説明し、同意を得た。
また、調査用紙には回答拒否の欄を設けて、協力しなくても不利益に
はならないことを保障した。



【調査内容】

いじめの経験

「悪口やからかいなど嫌なことをいう」（言葉のいじめ）

「遊ぶふりをして、たたく、蹴る」（身体的いじめ）

「仲間外れ、無視する」（精神的いじめ）

加害者経験、傍観者経験、被害者経験、仲裁者経験、相談者経験、

の５領域計１５項目を設定

 「全くない」「１年間に１，２回」「月に２，３回」「１週間に一回以上」の４段
階で尋ね合計した。



【調査内容】

いじめに関わる心理的要因

○いじめ容認態度（神藤2001) ○攻撃性（渡辺、小玉2001)

○共感性（鈴木、木野2000) ○自己主張性（原田、吉澤2008)

○自己管理スキル（高橋2000) ○セルフエスティーム（大津、山田

2009)

○ストレス反応(三浦2002) ○いじめを止める自己効力感

いじめに関わる社会的要因

○ソーシャル・サポート

属性

○性別、年齢



いじめ容認態度尺度１８項目（一部）

いじめ軽視 いじめがあってもたいしたことではない

いじめはすこしぐらいあった方がよい

いじめ撲滅運動 いじめられている子をかばってあげたい（Ｒ）

クラスでいじめが起こったら、クラス全員に責任が

ある（Ｒ）

いじめ必要論 冗談として人をからかうくらいは許されるべきだ

いじめ不可避 嫌いな子を無視してしまうのは仕方がない

いじめ絶対悪 いじめは絶対にしてはいけない（Ｒ）

（Ｒ）は、逆転項目



自己管理スキル尺度１０項目（一部）

問題解決的に取り組むスキル

何かをしようとするときには、十分に情報を収集する。

何かを実行するときには自分なりの計画を立てる。

否定的思考をコントロールするスキル

難しいことをするときに、できないかもしれないと考えてしまう。（Ｒ）

失敗すると次回もダメだろうと考える。

即座の満足を先延ばしするスキル

何をしたらよいか考えないまま行動を開始してしまう。（Ｒ）

（Ｒ）は、逆転項目



【分析方法】

一般化線型モデルを用いた分析

【目的変数】

いじめ加害者、傍観者、被害者、仲裁者、相談者などのいじめ役割得点

【説明変数】

いじめ容認態度、攻撃性、共感性、自己主張性、自己管理スキル、

セルフエスティーム、ストレス反応、ソーシャル・サポート、性別、年齢

いじめ役割行動といじめに関わる心理社会的要因との交互作
用項の検討



各尺度得点の平均値を０にセンタリングした後に交互作用項を

一般化線型モデルに追加して検討した。

いじめ加害者役割行動の得点の推定周辺平均値を算出し、作
図した（simple slope analysis)。

○いじめ容認態度（－１ＳＤ、 ０＝平均、 ＋１ＳＤ）

○自己管理スキル（－１ＳＤ、 ０＝平均、 ＋１ＳＤ）

統計解析には、ＳＰＳＳ for Windows Ver.22.0 Amos Ver16.0を用いた。

「いじめ加害者役割行動」において「いじめ容認態度と自己管理スキルの交互
作用項」に有意な効果があった。



【分析結果】
１）いじめ容認態度といじめ役割行動との関連

加害者役割 傍観者役割 被害者役割 仲裁者役割 相談者役割
説明変数

非標準化回帰係数
（標準誤差）

非標準化回帰係数
（標準誤差）

非標準化回帰係数
（標準誤差）

非標準化回帰係数
（標準誤差）

非標準化回帰係数
（標準誤差）

心理的要因
　　いじめ容認態度    0.06(0.01)

***
   0.03(0.01)

***    0.01(0.01) ー0.01(0.01)    0.01(0.01)

　　攻撃性    0.06(0.01)***    0.03(0.01)    0.06(0.01)***    0.02(0.01)*    0.01(0.01)

　　共感性    0.01(0.02)    0.02(0.02)    0.03(0.02) ー0.004(0.02)    0.06(0.02)***

　　自己主張性    0.02(0.01)** ー0.02(0.01)*    0.01(0.01)    0.01(0.01)    0.02(0.01)*

　　自己管理スキル ー0.04(0.01)** ー0.01(0.02)    0.01(0.02)    0.04(0.01)**    0.02(0.01)

　　セルフエスティーム    0.01(0.01)    0.01(0.01) ー0.01(0.01) 　 0.01(0.01) ー0.02(0.01)
　　ストレス反応    0.02(0.01)***    0.03(0.01)***    0.04(0.01)***    0.02(0.004)***    0.02(0.004)***

　　いじめを止める自己効力感 ー0.04(0.02)* ー0.07(0.02)***    0.00(0.02)    0.11(0.02)***    0.04(0.02)*

社会的要因
　　ソーシャル・サポート ー0.03(0.03) ー0.05(0.03) ー0.11(0.03)

***
   0.06(0.03)

*    0.05(0.03)

　　性別（男子＝0,女子＝1）    0.72(0.11)
***

   0.82(0.12)
***

   0.97(0.12)
***

   0.59(0.10)
*** ー0.14(0.10)

　　年齢 ー0.21(0.03)*** ー0.16(0.03)*** ー0.29(0.03)*** ー0.20(0.03)*** ー0.15(0.03)***

切片    4.39(0.75)***    6.03(0.82)***    6.54(0.82)***    3.05(0.70)***    2.49(0.71)***

***:p<0.001  **:p<0.01   *:p<0.05

一般化線型モデルによるいじめに関わる心理社会的要因といじめ役割との関連
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【分析結果】
２）交互作用の検討



いじめを容認する態度といじめ加害者役割行動、いじめ傍観者

役割行動において有意な関連がみられた。

いじめを容認する態度が高い者ほど、いじめ加害者役割行動は促進さ
れるが自己管理スキルはいじめ加害者役割行動を抑制するなどの調整
変数であることが示された。

【結果と考察】

いじめを容認する態度 いじめ加害者役割行動

自己管理スキル



自己管理スキルがいじめ加害者役割行動を抑制する理由

問題解決的に取り組むスキル

「いじめられる方にも問題がある」とのいじめを容認する学級集団の中で

も、情報を収集し、結果を予測してから行動を選択するため、「いじめ」な

どの不適切な行動をとらない。

否定的思考をコントロールするスキル

「いじめに参加しないと次は自分がターゲットになる」などの否定的な思考

を自分なりにコントロールできるため、加害行動に同調しない。

即座の満足を先延ばしするスキル

『怒り』の感情がコントロールでき、攻撃的な行動を衝動的にとらない。



【結論 課題と意義 】

いじめを予防あるいは、低減させるためには、

いじめを容認しない学級風土を醸成することや、

自己管理スキルを高めることが有効であることが示唆された。

対象が中学校１校、高等学校１校に限られサンプルに偏

りがある。今後は調査校を増やすことが必要である。

今後は、いじめ防止に有効なプログラムを開発することが大切

である。
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ご清聴ありがとうございました。


